完全埋め込み型中心静脈カテーテルにおけるシリコン製とポリウレタン製カテーテルの断裂の危険性に関するプロペンシティスコアマッチングを用いた比較検討 by Kojima, Soichi
主 論 文 
 
Fracture of totally implanted central venous access devices: a propensity-score-matched comparison 

















 対象は 2008年 4月～2014年 1月に当院放射線科で完全埋め込み型中心静脈カテーテルを留置した 605

























は χ2検定を用いて 2群間の比較をし、連続値の場合は t検定を用いて比較した。そして断裂に関連し






 留置期間の中央値は 223日、平均値は 375日となり、断裂は 16症例で見られ、全体の 2.6%であった。断裂
症例の留置期間は中央値が 542日、平均値が 621日であり、16症例のうち、完全断裂は 9症例、部分断裂は
7症例であった。16症例のうち 12症例ではカテーテルに沿った腫脹や発赤、疼痛などの臨床症状が見られた
が、残りの 4症例では臨床症状が見られず、レントゲン写真で偶然発見された。 




 断裂した 16症例はいずれもシリコン製のカテーテルで破損率は 4.2%であった。それに対してポリウレタン製の
カテーテルには断裂が見られず有意差が認められた (p=0.005)。また留置期間や穿刺レベル、カテーテル先端
の位置、屈曲部の角度、留置位置、留置目的でも 2群間で有意差が認められた (table 1)。 
 続いて、断裂に関連する要因を決定するために log-rank testを施行したところ、BMIが低い場合やカテーテ
ル先端の位置が深い場合、シリコン製のカテーテルを使用した場合などで有意差が得られた (table2)。また予
想される破損率はシリコン製カテーテルを使用した群で 1%(6 ヶ月)、2,2%(12 ヶ月)、7.8%(24 ヶ月)であった。 
 プロペンシティスコアマッチングでは両群からそれぞれ 180症例摘出され、摘出された 2群間において再度統
計学的解析を施行したが、有意差のある要因は認められなかった (table 3)。予想される破損率を再度解析した


































ないことが挙げられ、このことは私達の研究と Vandoni らの研究の結果が異なることの裏付けともなりえる。 
 本研究にはいくつかのリミテーションがある。まず第一に後方視的研究であり、ランダム化試験ではないこと。そ
の他、断裂が見られた患者それぞれの活動性を評価することが困難であったことや術者が複数であったことによ
るバイアスなどが挙げられる。加えて本研究は内頚静脈経由で留置した特定のタイプのカテーテルに対する研究
であり、内頚静脈以外から挿入した場合や他の製品を用いた場合は異なる結果となる可能性がある。 
 
【結論】 
 内頚静脈経由で留置されたシリコン製のグローションカテーテルはポリウレタン製のカテーテルに比し、その素
材の脆弱性により断裂の危険性が高くなる。 
